
開催日・会場

政府は、官民が連携して遊休公的施設の活用を図る「スモールコンセッション」を推進し、地域課題の

解決やエリア価値の向上など地方創生に取り組んでいます。しかしながら、事業の進め方が分からない、

官民の連携体制が構築できない等の課題があることから、その解決を図るべく、産官学金等の多様な

主体が参加・連携する「スモールコンセッションプラットフォーム」を設立することとしております。

これに先立ち、令和6年11月12日（火）、プラットフォームの設立に向けたキックオフイベントとして

「スモールコンセッション“未来創造”フォーラム」を開催し、現地会場約100名、オンライン約550名の

方々（申し込みは計約850名）のご参加がありました。フォーラムにおいては、官民連携に精通した有

識者の方々からスモールコンセッションによる未来創造についてご講演やパネルディスカッションを

行っていただきました。

本レポートでは、当日の様子をお届けします！

＜開催レポート＞

2024.11.12 開催

当日のプログラム

主催：国土交通省

（１）主催者挨拶・趣旨説明

（２）基調講演「地方創生のためのスモールコンセッションへの期待」

（３）パネルディスカッション

（４）事務連絡・閉会

（５）名刺交換（現地参加者のみ）

国土交通省総合政策局審議官 後藤 慎一

東洋大学PPP研究センター長 根本 祐二 氏

滋賀大学経済学部教授/産学公連携推進機構社会連携センター長 横山 幸司 氏

株式会社コーミン代表取締役 入江 智子 氏

有理舎主宰／公共R不動産シニアディレクター 林 有理 氏

京都府福知山市財務部資産活用課課長補佐 土田 信広 氏

日 時 ： 令和６年11 月12 日（火）14：00～16：30

会 場 ： 三田共用会議所（講堂） 及び オンライン
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（１） 主催者挨拶・趣旨説明

はじめに国土交通省総合政策局後藤慎一審議官から、開会の挨拶

とともに、スモールコンセッションの取組や設立予定のプラット

フォームについての説明がありました。

スモールコンセッションは、身近な遊休公的施設の再生を連鎖さ

せ、面的に広げていくことによってエリア全体の価値向上につなげ

る取組であり、同時に地域企業の参画が期待される取組であると

の説明がありました。一方、推進には様々な課題もあるため、官民

の多様な主体が参加・連携するスモールコンセッションプラット

フォームの設立により、課題や有益な情報の共有、会員同士の交流、

マッチングの促進といった取組を強力に推進していく決意が語られ

ました。

続いて、東洋大学PPP研究センター長 根本 祐二 氏から、「地方創生のためのスモールコンセッション

への期待」と題して基調講演をいただきました。

国土交通省総合政策局審議官 後藤 慎一
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（２） 基調講演「地方創生のためのスモールコンセッションへの期待」

東洋大学 根本 祐二 氏

講演では、我が国のPPP手法の変遷を整理するとともに、空き

家・廃校のボリュームについて分析を行った上で、地方創生のため

には地方主体、地域全体の視点、柔軟かつダイナミック、プロセスの

透明性・公平性といった要素を満たす官民連携のあり方が求められ

るとの説明がありました。また、これらを満たし、かつ地域のストッ

クの有効活用を図るツールとしてスモールコンセッションが期待さ

れていること、そして本日の参加者一人一人が主役となりアイデア

や成功事例を生み出していくことが重要であるとの熱いメッセージ

をいただきました。



（３） パネルディスカッション：登壇者自己紹介

パネルディスカッションには産官学の各分野から官民連携に精通した4名の有識者が登壇され、はじめ

に一人ずつ自己紹介やスモールコンセッションプラットフォームへの期待をお話しいただきました。

滋賀大学 横山 幸司 氏
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【滋賀大学経済学部教授/産学公連携推進機構社会連携センター長 横山 幸司 氏】

横山氏からは、長年地方行政に携わってきた経験を基に、これ

までのPFI事業が大規模事業者中心に実施されてきたことを指

摘した上で、スモールコンセッションプラットフォームが初めて官

民連携に取り組む地方公共団体職員や地域企業にとって、課題

解決のヒントを得られるような場になって欲しいとのコメントが

ありました。

株式会社コーミン 入江 智子 氏

【株式会社コーミン代表取締役 入江 智子 氏】

入江氏からは、ご本人が直接関わられた、市営住宅の建替えを

中心とした先進的な官民連携まちづくりプロジェクト

「morineki」をご紹介いただきました。また、その経験を通じて、

地方公共団体職員やパブリックマインドを持つ民間事業者が事

例を学び、つながりを構築し、必要な人材が育成される場として

スモールコンセッションプラットフォームがあることが望ましいと

のコメントがありました。



（３） パネルディスカッション：登壇者自己紹介

有理舎/公共R不動産 林 有理 氏
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【有理舎主宰/公共R不動産シニアディレクター 林 有理 氏】

林氏からは、大阪府四条畷市副市長時代の公共施設再編の経

験や、有効な利活用がなされていない公的施設を取り扱う公共

R不動産での活動に触れた上で、スモールコンセッションにおい

ては個々の施設の再生だけでなく、エリアの再生のビジョンを持

つ必要があること、地方公共団体が地元のプレーヤーを掘り起こ

すことが重要であるとのコメントがありました。

福知山市 土田 信広 氏

土田氏からは、地方公共団体の現場の最前線で複数の廃校の

利活用に取り組んだ経験をお話しいただいた上で、特に人口10

万人未満の地方公共団体の視点から、遊休公的施設の利活用に

つながる実効性の高い支援策や、民間事業者とのマッチング等

の施策展開についてスモールコンセッションプラットフォームに

期待したいとのコメントがありました。

【京都府福知山市財務部資産活用課課長補佐 土田 信広 氏】



（３） パネルディスカッション：本編
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続いて、4名によるパネルディスカッションが行われました。

テーマ① 小規模なPPP/PFIの推進展開に向けた課題

横山 氏

土田 氏

入江 氏

林 氏

テーマ② スモールコンセッション及びプラットフォーム（仮称）への期待と方向性について

林 氏

入江 氏

横山 氏

土田 氏

近年PFIが発展し実績も上がってきた一方、

PFI事業の経験を有する地方公共団体であって

も、部署を超えたノウハウの共有が不十分であ

ること、担当者の異動によって技術が継承され

ない場合があります。また、PFIを実施していな

い小規模な地方公共団体は多く、正しい知識、

ノウハウを学び、官民双方で後進の人材育成に

努めるべきだと考えます。

福知山市では、いわゆる公共施設等総合管理計画に基づく庁内の会議体の中で、個別の

課題解決を図るワーキンググループである「専門部会」を設置しており、同部会の中で、民

間提案制度の創設や遊休公的施設の活用推進、その他様々な連携を庁内横断的に図るこ

とができるようにしています。

事業検討の初期段階から民間の提案を受けられるよう地方公共団体側の体制整備を図

るとともに、民間か応゙募したいと思うような魅力的な公募をすれは応゙募は自然に集まると

思います。

地方公共団体の情報発信の工夫や、民間事業者の関心度合いの大小に応じた対象施設

毎の選択肢の検討など、戦略的にマーケティングと照らし合わせて、地方公共団体として

の軸を決めることが重要だと考えます。

個々の施設だけではなくエリアとして捉えることや、首長がリーダーシップを取って庁内

をまとめ、戦略的にエリアのビジョンをつくることが重要であり、また、公共マインドを持っ

ている民間事業者と相乗効果を作り上げていくような場としてプラットフォームが機能す

ることを期待したいと思います。

事業から得られた利益をそのエリアに再投資するパブリックマインドを持った事業者が

協力して取り組むことが重要であり、このような事業者をつなげる場としてプラットフォー

ムが機能することを期待したいと思います。

より良い事業とするためには基本構想・計画といった初期段階から専門家の巻き込みを

図ることが重要であり、プラットフォームは誰に相談すればよいか分からないと困ってい

る地方公共団体職員が気軽に相談できる場になってほしいと考えています。

様々な立場の人の意見を聞くことで対応ス

ピードが上がるとともに、新たな気づきや発見

もあることから、地域金融機関や関係府省庁等

の様々な関係者との連携を通して、プラット

フォームが課題解決に取り組める場になってほ

しいと思います。



（３） パネルディスカッション：本編
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パネルディスカッションの締め括りとして、参加者からの質疑応答を行いました。

質疑応答

会場参加者からは、土田氏に対して、地域金融機関との連携についての質問がありました。土田氏

は、地域金融機関との定期的な情報共有会議や、金融機関の職員を対象に未利用公的不動産をめぐ

るツアーを実施したりする中で、地道に共通認識の形成を図ったご経験を紹介されました。地域金融

機関との協定締結にあたっては、特に秘密保持に配慮する必要があるとのコメントがありました。

また、林氏に対して、地方公共団体職員が民間事業者的・マーケット的な視点をどのように培うこと

ができるかという質問がありました。林氏は、そのような視点を有する人材を外部から招聘すること

も一つの解決策であるが、それには地方公共団体の幹部職員が果たす役割が大きいとのコメントが

ありました。

オンライン参加者からは、地域企業が事業に参画するにはどうしたらよいかとの質問がありました。

横山氏は、地方公共団体が地域企業と対話を重ねながら公募資料を作成する重要性を、入江氏は

地域金融機関との連携の重要性を、林氏は事業の内容だけでなく検討プロセスについても地域企業

と対話して柔軟に決めていくことの重要性を、それぞれ指摘されました。また、土田氏からは、行政組

織の内部から様々な意見が出た際に、サウンディング調査の結果等を根拠として現状案が最適であ

ることを説明しきる強い意思が必要になる場面もあるとのコメントがありました。

このほか、オンライン参加者からたくさんの質問をいただきましたが、お時間の都合上、すべてを紹

介することはできませんでした。質問をお送りいただいた皆様、ありがとうございました。

（４） 事務連絡・閉会、名刺交換

最後に事務局から、12月に設立予定のスモールコンセッ

ションプラットフォームへの申し込みの案内や、プラット

フォームの設立を記念して実施するイベントの告知がありま

した。

 全体のプログラム終了後、会場参加者と登壇者との間で名

刺交換が行われました。名刺交換を待つ長蛇の列ができるな

ど、最後まで熱気に満ちたイベントとなりました！

【スモールコンセッションプラットフォーム事務局】

- 国土交通省総合政策局社会資本整備政策課

- 内閣府民間資金等活用事業推進室

【お問い合わせ先】

TEL：03-5253-8111

Email：hqt-smcn_pf Σ gxb.mlit.go.jp ※「Σ」を「@」に置き換えてください。


